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C O N T E N T S

　

2
0
0
6
年
の
日
本

経
済
展
望
は
一
斉
に
強

気
論
で
幕
を
開
け
た
。

あ
の
悲
観
論
者
の
武
者

陵
司
氏
さ
え
も
、「
株

は
甦
っ
た
─
私
が
悲
観
論
を
捨
て
た
理
由
」

（「
中
央
公
論
」
2
月
号
）
と
宣
言
し
て
い
る
。

　

そ
の
渦
中
で
量
的
緩
和
政
策
解
除
も
年
内
有

力
と
の
予
測
が
出
る
に
つ
れ
、
ま
た
も
や
政

府
・
国
会
議
員
か
ら
の
圧
力
が
始
ま
っ
た
。
私

が
日
銀
審
議
委
員
の
在
任
中
も
何
度
か
目
に
し

た
光
景
だ
。
政
府
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
限

り
、
日
銀
は
蜜
月
時
代
を
築
け
る
。
福
井
俊
彦

総
裁
の
登
場
で
、
矢
継
ぎ
早
の
量
的
緩
和
策
を

打
っ
た
時
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

戦
前
の
日
銀
法
時
代
、
政
府
の
戦
費
調
達
に

対
し
て
日
銀
は
無
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
限
界
を

克
服
し
、
最
近
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
で
き
る
「
新
し
い
日
銀
」
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
金
融
政
策
を
政
府
か
ら
切
り
離
し
、
日

銀
の
専
管
と
し
た
の
が
98
年
日
銀
法
施
行
で
あ

る
。

　

総
裁
以
下
9
人
の
合
議
制
は
、
こ
う
し
て
で

き
た
が
、
た
っ
た
8
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

「
日
銀
法
を
変
え
る
」
と
い
う
威
嚇
も
出
る
現

状
は
、
法
治
国
家
と
は
言
え
ず
、
政
治
が
新
日

銀
法
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
る
と
は
、
と
て
も

思
え
な
い
。

　

政
府
は
多
様
な
政
策
手
段
を
持
っ
て
い
る
。

増
税
も
規
制
緩
和
も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
「
聖
域
な
き
改
革
」
さ
え
強
行
で
き
る
。
他

方
、
日
銀
が
と
り
得
る
の
は
た
だ
1
つ
、
金
利

を
操
作
し
て
現
実
の
経
済
が
必
要
と
す
る
貨
幣

量
を
供
給
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

　

政
府
も
日
銀
も
同
じ
経
済
統
計
を
見
て
お
り
、

実
体
経
済
の
回
復
は
共
通
認
識
で
あ
ろ
う
。
金

利
機
能
を
殺
し
た
異
常
な
金
融
政
策
を
5
年
も

の
長
期
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
の
解

除
時
期
に
政
府
が
口
を
挟
む
の
は
、
政
治
的
思

惑
で
し
か
な
い
。

　

金
融
政
策
の
中
立
性
か
ら
言
え
ば
、
長
引
く

ほ
ど
に
資
金
の
流
れ
を
通
じ
て
、
分
配
問
題
に

歪ゆ
が

み
を
も
た
ら
す
。
昨
年
、
経
済
協
力
開
発
機

構
（
O
E
C
D
）
が
発
表
し
た
貧
困
率
（
各
国

の
平
均
所
得
の
半
分
以
下
に
国
民
が
何
割
い
る

か
の
値
）
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。
何
と
日
本
は

ワ
ー
ス
ト
5
、
し
か
も
10
年
前
に
比
べ
貧
困
率

は
2
倍
に
悪
化
し
た
。

　

「
中
流
大
国
日
本
」
は
幻
想
と
化
し
た
。
独

り
勝
ち
の
米
国
は
ワ
ー
ス
ト
2
位
。
分
配
問
題

を
犠
牲
に
し
て
経
済
絶
好
調
を
ひ
た
走
る
米
国
、

そ
の
後
姿
を
視
野
に
走
る
日
本
。
こ
の
先
正
常

な
経
済
に
戻
っ
て
も
、
所
得
分
配
の
歪
み
是
正

は
至
難
の
業
で
あ
ろ
う
。

金
融
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策
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自
立
お
茶
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教
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篠
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子
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